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自閉症生 徒 に お け る異 食 行 動 の 文脈 的 制御
i

O 大野裕史 （名古屋 自由学院短期大学） 梅下弘樹 （筑波大学心身障害学研究科）

　本報で は 、自閉症生 徒 の 異食行動 に対 し、指導

室 内で ア ナ ロ グ ・ス タデ ィ
ー

を行 な っ た。異食行

動 の 出現が 、他 の 強化子 が提 示 され る文脈 に よ り

変化する こ とが認 め られた の で 報告す る。

　　　　　　　　生　 　 　 徒

　女児。精神発 達遅滞 （IQ43 相当
n
）を伴 う自閉

傾 向（児童相談所）、DSM ・IVで は 自閉性障害に 合致

した 。本実験開始時は 小学校 1 年に在籍 し、情緒

障害学級に通級 して い た 。

異 食に つ い て の エ ピソー ド　母親 の 報告 で は、登 ・

下校班や朝礼 中に 草 ・士 な どを 口 にす る こ とが し

ば し ば見 られ た 。

　相談室 で の個別指導にお い て も、教材 （特 に果

物 の ミニ チ a ア ）な どを 口 に 入 れ T が 取 り 上 げ る

ま で 噛ん で い た。また指を鼻 の 穴 に入れ 、そ の ま

ま 口 に持 っ て い く こ ともあ っ た 。

　 ト
ー

ク ン エ コ ノ ミ
ー

を導入す る こ とにな り、Pace

ら（1985）111の 方法 で 支持 強化子候補 の 菓子類の 強化

機能 を測 定 し た。菓子 類 の 中 に、 ト
ーク ン と し て

の 使用 を予定 して い た ポ ー
カ
ー

チ ッ プ を提示 す る

と、 12 試行 中初回は 口 に入れ暫く嘗め て い た が、

そ の 後無反応（LH 　20see）になり、5 試行 目以 降は 実

験者 に返す こ と が 観察され た 。そ こ で 、異食 の 対

象物 と強化機能を有する刺激 とを混ぜ て 提 示す る

と、異食対象物 へ の ア ク セ ス が減 少す るか も しれ

ない と考え、系統的測定 を試みた 。

　　　　　　　　方　　　　法

対象物　苺 の ミ ニ チ ュ ア。生 徒 が しば しば 口 に し

て い た こ とか ら選択 した 。

全 般 的手続 き　生 徒 と実験者 と は 机を介 し て 対座

し た 。 実験者 は対 象物を机 上 に提示 した 。 生徒が、

対 象 物 を 口 に 入 れ 2 分 を越え た 場合に 、実験者 は

生徒 に対象物 を渡すよ う言い 、 対象 物 を取 り上 げ

た 。対象物 を実験 者 に 向 け て 差 し 出 した 場合 、実

験者はそれを受け取 り、試行 を終了 した 。

　セ ッ シ ョ ン 内には 、 ト
ーク ン 交換訓 練、各種 見

本合わ せ 、書字 な ど 3〜4 の 課題が配置され て い た。

対象物の 提 示条件 　Phase 　I ： 対象 物 の 提 示は、1）

セ ッ シ ョ ン 開始直後、2）課題 間、3）ト
ーク ン 交換訓

練内、4）セ ッ シ ョ ン 終了直前に行 な っ た。

　 ト
ーク ン 交換訓練で は 、机 L に お かれ たポ

ー
カ

ーチ ッ プ を 生徒が 実験者 に 手渡 し 、実験 者は 生徒

に ラ ム ネ ・サイダ
ー

な ど 7 種 の 菓子類 の 内 1 種 を

実験者 があ らか じ め決 め た 順 で 渡 した 。菓子 類 の

中 に対 象物 を混在 させ 、対 象物が ト
ーク ン と交換

され る こ ともあ っ た。

PhaseH ： 対象物 の 提 示機会は Phase　I に準 じ た 。

ト
ーク ン 交換訓練で は 、対 象物 ・菓子 類伴 に お 盆

に乗 せ て 提示 し て い た の で 、全 て の 提示 機会 で 対

象物 はお 盆に乗 せ て提示 され た 。

PhaseHI ：対象物 の 提示 は 、1）セ ッ シ ョ ン 開始 直後、

2）見本合わ せ 課題内、3）課題問、4）セ ッ シ ョ ン 終了

直前に行なっ た。2）の 課題 の 結果刺激 として 、菓子

類か 対象物が提示 された 。

PhaselV ：対象物 の 提示 は 、1）セ ッ シ ョ ン 開始直後、

2）課 題問、3）課題 間 、 4）セ ッ シ ョ ン 終 了直前 に行 な

っ た 。 トーク ン ・エ コ ノ ミ
ーが 実施 され 、 トーク

ン と菓子類が交換 され た。

記録 と信頼性　異食反応 の 時 間 、返却 の 有無 に つ

い て の 観 察 は 2 名 の 独 立 し た 観察者 に よ り行 なわ

れ た 。 両者 の
一

致 率は 952 ％ で あ っ た 。

　　　　　　　　結　　　 果

　各条件で の 異食反応 の 占有率 （対象物 を 口 に入

れ て い た 時間を 2 分で 除 し た値） と、対象物 を実

験者 に返却す る反応の 有無 を Fig，1 に示 した。

Phase 　I　 混在提 示条件 ま で は対象物 を 2 分以上 口

に して い たが 、混在以降は提示 直後 に返却 した。

Phase 　ll　 Phase　 1 と 同 様 の 結果 で あ っ た。

Phase 皿　セ ッ シ ョ ン 開始直後 で は対象物を 口 に 入

れて い たが 、 混在条件以 降は 対 象物を 返 却 した。

Phase1V　 混在提 示条件を取 り除 くと 、対象物を返

却す る こ と は な か っ た 。第 2 セ ッ シ ョ ン の 第 3・4

試行で ア ク セ ス 時間が 2 分に満た なか っ た が返却

す る こ と はな か っ た 。 そ れ以外 で は 2 分間 フ ル に

対象 物を 口 にして い た。

　　　　　　　 考 　　　 察

　Phase 　1 〜皿 で は 、対象物 と菓子類 が混在 して 提

示 される 条件を含ん で い た 。い ずれ の 条件で も 、
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セ ッ シ ョ ン 開始時には対 象物 へ の ア ク セ ス が認 め

られ た が 、混在条件以 降は対象物 を返却 した。Phase

IVで 混在 条件 を 除去 す る と、返 却反応 は 生 ぜ ず 、

対象物 へ の長時間の ア ク セ ス が認 められた 。

　以 上 の 結 果 か ら、菓子 類 と対 象物 と の 混在 が 、

対 象物 をア ク セ ス す る の で は な く、返却反応が 生

じ た 必 要条件 で ある こ とが 示 され た。

　他 の 可能性 として は、以下 の 点 が考 え られ る。

Phase　I で は 混在条件 が セ ッ シ ョ ン の 後半 にあ り 、

対象物の 飽和化 が考え られ るが 、混在条件を時間

的に前に移 動 させ て も（PhaseHI ）、　 Phase　I と同様

の 結果を示 した。ま た 混在条件が 除去 され る（Phase

W ）と対 象物 へ の ア ク セ ス は持続 し た。

　返却反応 に 対す る刺激性制御が 存在 して い た 可

能性に つ い て は、Phase　I で返 却反応が 生 じた 時に

同 伴 し て い た刺激 を Phase 　n に 導入 して も、混在

条件前 に は 返 却は 生 じな か っ た 。

　 セ ッ シ ョ ン 内 で の 対象物 以外 の 強 化 配置に つ い

て は、PhaselVで も、対象物 との 混在 は な されな か

っ た が 、 ト
ー

ク ン と菓 子類 との 交換が行 なわれ て

お り、　 「混在 1 が必要条件で あ ると考え られ る。

　対 象物 の 返却 に っ い て は 、 菓子 類と混在提 示 さ

れ る こ とで 、対 象物 の 強化機 能 が相 対 的 に消失 ま

た は減 少 した こ とに よると考え る 。 混在条件 で は 、

対象物が提示 され た 試行 の 後 には菓子類が 提 示 さ

れ て お り、対 象物 を返却す る こ と で よ り強化 機能

が 高い 菓子類 を早 くに 入 手 で き る こ と 、ま た は対

象物 が提示 され続 ける こ と に よ る菓子類の 入 手 の

遅延 が避 け られ る こ と に よ り 出現 した の だ ろ う。

まとめ　異食の 対 象物 の強化 機能は、強化 機能を

持 つ 他 の 刺激 と混 在 され る と い う文脈 の 下 で 変化

する．、今回 は 同 じ edible が他の刺激 と して 選択 さ

れ た が 、よ り強化 力が 強い 刺激 と対 比 され る こ と

で 、異食対 象 の 刺激 が選択 され に くくな る か もし

れ ない
tt

‘

本 症 例を担当す る機会を与えて 頂い た 筑波大学心 身障害

学系杉 山雅彦 先 生 に 、こ の 場 を借 りて 謝意 を表 わす。
ii
本児 8 歳 1 ヶ 月時。大脇式に よ る。

hn
　Pace，G ．M ．，　et　al．，JABA ，1985，18，249 ・255 ．
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Fig．1　異食反 応 の 占有 率 と 返 却反 応
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